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こ
こ
で
の
問
題
点
は
ま
ず
善
導
の

『
観
経
疏
』
で
説
く
念
仏
三
昧
為

宗

・
観
仏
三
昧
為
宗
と
、
『観
念
法
門
』
で
説
く
観
仏
三
昧

と
念
仏
三

昧
と
は
、

相

一
致
し
な
い
所
が
あ
る
と
し
て
古
来
か
ら
論
議
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
を
具
体
的
に
い
う
と
、
『
観
念
法
門
』
の
般
舟

三
昧
経
に
よ
つ
て
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
念
仏
三
昧
は
、
称
名
念
仏

を
本
質
と
す
る

『
観
経
疏
』
の
も
の
と
は
遙
か
に
隔
た
り
が
あ
る
と
し

(1
)

て
い
る
。

そ
の
説
明
に
よ
る
と

『
観
念
法
門
』
で
い
う
念
仏
三
昧
は
定

意
で
あ
り
、
正
行
定
心
念
仏
で
あ
り
、
般
舟
三
昧
で
あ
る
。
そ
の
般
舟

三
昧
と
は
十
方
現
在
仏
悉
在
立
定
、
又
は

一
切
仏
現
前
三
昧
と
訳
さ
れ

る
語
で
あ

つ
て
、
『般
舟
讃
』
で
も
説
く
よ
う
に
そ
れ
は
七
日
乃
至
九

十
日
間
常

に
行
道
し
て
、
現
前
に
諸
仏
が
前
立
す
る
の
を
観
ず
る
定
心

の
三
昧
が
般
舟
三
昧
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る

と

『
観
経

疏
』
で
述

べ
て
い
る
念
仏
三
昧
と
は
そ
の
名
を
等
し
く
し
な
が
ら
、

そ

の
内
容
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
む
し
ろ
観
仏
三
昧
と
類

を
同
じ
く
す
る
正
行
定
心
念
仏
で
あ
る
と
さ
え
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
念
仏
三
昧
の
解
釈
に
食
違
が
見
ら
れ
る
が
、
果
し
て

『
観

念
法
門
』
と

『
観
経
疏
』
の
念
仏
三
昧
の
解
釈
に
つ
い
て
、
本
質
的
に

隔
た
り
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
そ
こ
に
申
心
点
を
置
い
て
論
じ

て
み
た
い
と
思
う
。

ノ

ハ

ま
ず
そ
の
念
仏
三
昧
で
あ
る
が

『
観
経
疏
』

に
、
「今
比
観
経
即
以
ニ

ヲ

ト

ヲ

ト

サ

観
仏
三
昧
一為
レ
宗
亦
以
二念
仏
三
昧
一為
レ
宗
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に

つ

(2
)

い
て
良
忠
の
説
明
に
よ
る
と
、
『安
楽
集
』
で
観
仏
三
昧
と
あ

る
の
は

観
仏
と
称
名
を
共
に
含
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
念
仏
三
昧
と
あ
る
の
は
同

様
に
又
観
仏
と
称
名
を
共
に
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
善

導
の

『観
経
疏
』
で
は
観
仏
の
み
に
限

つ
て
観
仏
三
昧
、
称
名
の
み
に

限

つ
て
念
仏
三
昧
と
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
本
質
的
に
は
道
紳

・
善
導
の

解
釈
は
同

一
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
こ
こ
を
基
準
に
し
て
考
え
て
い

(3
)

く
と
、
『観
念
法
門
』
の
念
仏
三
昧
の
説
明
で
あ
る
が
、
そ
の
文
中

に

は
称
名
と
観
仏
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
文

の

ニ

ス

ヲ

「
当
レ念
二我
名
ー」
は
、
法
然
も

『
選
択
集
』
十
六
章
段
の
八
種
選
択

ニ

カ

ス
ル
ニ

ノ

ヲ

で
挙
げ
て
い
る
よ
う
に
称
名
を
意
味
し
、
ま
た

「故
由
レ念
二
仏
色
身
一

ニ

ノ

ヲ

故
得
二具
三
味
」
は
観
仏
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
以
上
に
よ
り
、

善
導

の
観
仏

三
昧

と
念
仏

三
昧

に
つ
い
て

(
小

林
)

 

二
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三

-787-



善
導
の
観
仏
三
昧

と
念
仏

三
昧

に

つ
い
て

(
小

林
)
 

二
六
四

こ
の

『
観
念
法
門
』
の
念
仏
三
昧
の
説
明
で
は
、
称
名
と
観
仏
の
二
つ

の
要
素

が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で

『
観
経
疏
』
及

び

『
観
念
法
門
』
に
お
け
る
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
の
解
釈
を
表
に
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。

◎
『
観

念
法
門
』
(『安
楽
集
』
も
同
じ
立
場
)

(観
仏
三
昧
…
『
観

経
』

『
観
仏
三
昧
海
経
』
-

観
仏

・
称
名

念
仏
三
昧
…
『
般

舟
三
昧
経
』

-称
仏

・
観
仏

◎
『
観

経
疏
』
(
二
重
構
造
性
)

観経

観
仏
三
昧
為
宗
-
観
仏

念
仏
三
昧
為
宗
-
称
名

正
助
二
業
の
差
別
の
為
に
別
立
す
る

(廃
観
立
称
へ
の
姿
勢
)

観

仏

三
昧
-
観

仏

・
称
名

(例
第
九
真
身
観

の
中
に
称
名

の
念
仏

が
説

か
れ
て
い
る
)

念
仏
三
昧
-
称
名

・
観
仏

こ
れ
に
よ

っ
て
分
る
こ
と
は
、
ま
ず

『
観
念
法
門
』
の
観
仏
三
昧
は

テ

ニ

ス

ノ

ヲ

「
依

二
観

経

一明

二
観

仏

三
昧

法

一
」

と
あ

つ

て
、

こ
れ

は
正

し
く

『
安

楽

ノ

ハ

ヲ

ト

集
』
の

「今
比
観
経
以
二観
仏
三
昧

一為
レ宗
」
と
同
じ
意
味

で
あ
り
、

『
観
経
疏
』
の
よ
う
に
観
経
を
観
仏
三
昧
為
宗

・
念
仏
三
昧
為
宗
と
は

述
べ
て

い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
こ
の

『
観
念
法
門
』
の
観
仏

三
昧
に
は
観
仏
と
称
名
の
要
素
が
含
ま
れ

て
く
る
と
思

わ
れ
る
。
又

『
観
念
法
門
』
の
念
仏
三
昧
に
も
、
前
述
の
如
く
、
観
仏
と
称
名
の
要

素
が
含
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

 
次
に

『
観
経
疏
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の
如
く
、
観
経
を
観
仏

で
あ
る
観
仏
三
昧
為
宗
と
口
称
で
あ
る
念
仏
三
昧
為
宗
と
に
別
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

一
つ
の
疑
問
で
あ
る
が
、
何
故
善
導
は
観
経
を

観
仏
三
昧
為
宗

・
念
仏
三
昧
為
宗
と
し
た
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て

(
4
)

ま
た
良
忠
の
説
明
に
よ
る
と
、

ソ

ノ

ニ

ト

ス

ニ

ナ
リ

ニ

ス
ル
ヨ

「凡
諸
経
論
中
念
仏
者
皆
通
ニ観
称
一智
度
論
等
其
義
柄
然

然
今
家
別
二立

両

ノ

ヲ

ニ

ソ
カ

セ

ヲ

テ

ニ

シ

ト

テ

三
昧
名

一者
為
レ
令
レ
差
二
別
助

正

二

業

一限
二
口

称

一号
二念

仏

三

昧

一限
二
相
好

ニ

テ

ト

ハ

ハ

ナ
ル
カ

観
一名
為
二観
仏
一此
乃
念
仏
三
昧
正
業
観
仏
三
昧
助
業

故
也
」

と
あ
り
、
こ
こ
で
の
説
明
は
助
正
二
業
の
差
別
の
た
め
に
観
仏
三
昧
為

宗

・
念
仏
三
昧
為
宗
と
し
た
と
し
て
い
る
。
要
す
る
に
本
願
の
称
名
念

ノ

ハ

ヲ

ト

仏
を
強
調
せ
ん
が
為
に

「今
比
観
経
即
以
二観
仏
三
昧

一為
レ
宗
亦
以
二念

ヲ

ト

仏
三
昧
一為
レ宗
」
と
述

べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た

『観
経
疏
』
の

中
、
観
仏
三
昧
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
称
名

の
要
素
が
あ
つ
て
例
え
ば
、

観
仏
三
昧
の
中
心
で
あ
る
第
九
真
身
観

の
中
で
称
名
が
説
か
れ
て
い
る

(5
)

こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

ノ

モ

ト

レ

ト

ス

レ

ハ

ニ

ニ

ノ

ニ

ノ

カ

ニ

「
自
余
衆
行
錐
レ
名
二
具
善

一若

比
二
念
仏

一者
全
非

二比
校

一具
故

諸
経
中

処

処

ス

ノ

ヲ

キ

ノ

ノ

ノ

ス

ノ

ノ

ヲ

ル
て
ヲ

広
讃

二念
仏
功
能
一
如
ニ
無
量
寿
経

四
十

八
願

中
一唯
明
下
専
念
二
弥
陀
名
号

一得
占

て
ヲ

ノ

ノ

ノ

ノ

ヲ

つ
ヲ

ノ

生

又
如

二弥
陀
経
中
二

日
七
日
専
念

二弥
陀

名
号

一得
レ
生

又
十

方

恒

沙
諸

シ

玉

ヲ

ノ

ノ

ノ

ノ

ニ

ス

ノ

ヲ

ル
コ
ヲ

コ
ヲ

ノ

仏
証
二誠

不
虚
一
也
又
此
経
定
散
文
中
唯
標
下
専
念
二
名
号

一得
占

生

此
例
非
レ

ニ

シ

ヲ

ヌ

一
也
広
顕
二念
仏
三
昧
一寛
」

と
あ
り
、
こ
れ
は
観
仏
三
昧
を
説
く
中
に
称
名

の
念
仏
が
述
べ
ら
れ
て

(
6
)

い
る
の
で
あ
る
。
『往
生
礼
讃
』
の
無
観
称
名
の
説
明
で
知
ら
れ
る
よ

う
に
、
称
名
に
よ
つ
て
見
仏
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
第

九
真
身
観
の
中
に
称
名
が
説
か
れ
て
き
て
も
決
し
て
不
自
然
な
も
の
で

-788-



は
な
く
、
却
つ
て
称
名
が
説
か
れ
た
こ
と
は
見
仏

へ
の
易
行
性
、
あ
る

い
は
手
立
を
暗
示
し
て
い
る
と
も
思
わ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

『
観
経
疏
』
に
お
い
て
は
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
の
解
釈
は
、
二
重
構

造
性
を
も

つ
た
も
の
と
し
て
捉
え
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
立
場
で
な
い
と
、
恐
ら
く

『
観
念
法
門
』
と

『
観
経
疏
』
と
の
矛
盾

は
解
決
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

 
そ
こ
で
最
後
に

『観
経
疏
』
の
観
仏
三
昧
為
宗
と
念
仏
三
昧
為
宗
で

あ
る
が
、
念
仏
三
昧
為
宗
を
別
立
し
た
意
図
を
別
の
角
度
か
ら
探

つ
て

み
た
い
と
思
う
。
ま
ず
観
仏
三
昧
為
宗

と
す
る
性
格
は
、
観
仏

で
あ

り
、
十
三
観
で
あ
り
、
定
善
で
あ
り
、
思
惟
正
受
で
あ
り
、
草
提
致
請

で
あ
り
、
上
機

で
あ
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

念
仏
三
昧
為
宗
と
す
る
性
格
は
、
口
称
で
あ
り
、
十
六
観
中
の
後
の
三

観
で
あ
り
、
散
善
で
あ
り
、
三
福
九
品
で
あ
り
、
釈
尊
自
開
で
あ
り
、

散
機
で
あ
る
と
い
う
性
質

の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
浄
影
等

の
諸
師
が
観
仏
三
昧
と
す
る
性
格
は
、
観
経
の
十
六
観
で
あ
り
、
定
善

で
あ
り
、

正
受
で
あ
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

こ
の
浄
影
等
の

説
に
比
べ
る
と
、
善
導
と
は
根
本
的
に
そ
の
相
違
が
分
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
善
導
が
念
仏
三
味
為
宗
と
し
て
別
立
し
た
の
は
、
第

一
に
は

浄
影
等
の
諸
師
に
対
抗
せ
ん
が
為

で
あ
り
、
第
二
は

『
往
生
礼
讃
』
の

文
珠
般
若
経
に
よ
る
無
観
称
名
説
で
あ
る
。
そ
れ
は
称
名
の
行
を
修
す

る
こ
と
に
よ
つ
て
、
や
が
て
総
想
帰
依
の
念
が
お
こ
り
、
ま
さ
に
そ
れ

は
観
察
行

に
等
し
く
な
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
散
機
の

凡
夫
に
と
つ
て
は
、
観
を
廃
し
て
称
名
を
と
る

の
は
当
然
の
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
称
名
は
本
願
で
あ
る
か
ら
、
観
仏
三
昧
為

宗
の
外
に
口
称
で
あ
る
念
仏
三
昧
為
宗
が
別
立
さ
れ
て
く
る
の
は
当
然

で
あ
り
、
さ
ら
に
は
廃
観
立
称

へ
の
姿
勢
ま

で
示
し
て
く

る
の
で
あ

る
。
以
上
の
二
つ
の
理
由
に
よ
つ
て
念
仏
三
昧
為
宗
が
別
立
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
観
仏
三
昧
と
念
仏
三
昧
を
中
心
に
し

て
述

べ
て
き
た
が
、

テ

ニ

ス

ノ

ヲ

『
観
念
法
門
』
で
は
た
だ

「
依
二観
経
一明
二観
仏
三
昧
法
一」
と
し
か
述

べ
て
い
な
い
が
、
『観
経
疏
』
に
い
た
つ
て
観
経
を
観
仏
三
昧
為
宗

・
念

仏
三
昧
為
宗
と
さ
れ
て
き
た
の
は
、
善
導
の
思
想
的
発
展
を
物
語

つ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
、

『観
念
法
門
』
が
先

で

『
観
経
疏
』
が
後
で
撰
述
さ
れ
た
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て

(7
)

藤
原
幸
章
氏
に
よ
る
と
、
『
安
楽
集
』
の
内
容
と

『
観
念
法
門
』
の
内

容
と
を
詳
細
に
比
(較
検
討
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
『
安
楽
集
』
の

影
響
を
直
接
的
に
受
け
た
の
は
、
こ
の

『
観
念
法
門
』
で
あ
る
と
い
つ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
説
に
従
え
ば
、
善
導

の
五
部
九
巻
の
中
で

一

番
早
く
成
立
し
た
の
は

『
観
念
法
門
』
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

1
 
普
賢
大
円

「善
導
教
義
に
於
け
る
観
の
研
究
」
(『真
宗
学
』
17
・
18
号
)

2
 
浄
全
二
の
一
五
五
頁
 
3
 
浄
全
四
の
二
二
四
頁
 
4
 
浄
全
二
の
一

五
五
頁
 
5
 
浄
全
二
の
四
九
頁
 
6
 
浄
全
四
の
三
五
六
頁
 
7
 
藤
原

幸
章

『
観
念
法
門
に
つ
い
て
-
そ

の
組
織
と
性
格
-
』

(『大
谷
学
報
』

37
-
3
号
)

善
導

の
観
仏

三
昧
と
念
仏
三
昧
に

つ
い
て

(
小

林
)

 
二
六
五

-789-


